
かまぼこ娘 
むすめ 

    かまぼこ娘 
 

一 赤い顔でもかまぼこ娘 キタショ 

  肌は色白汐の香かおる 

  さてもすんなり生れのよさが 

  板についてるきりょうよし きりょうよし 

 

二 おきゃんおぼこのかまぼこ娘 キタショ 

  こんとこんがり狐の色に 

  やけてうれしい南の肌が 

  板についてるあで姿 あで姿 

 

三 風がなじむかかまぼこ娘 キタショ 

  トロの度胸もほのかに交る 

  姉御姉さのキップのよさも 

  板についてる伊達姿 伊達姿 

 

四 肩で風きるかまぼこ娘 キタショ 

  街も村でもまつかり通る 

  ふりむく瞳が笑顔にうるむ 

  板についてる晴れ姿 晴れ姿 

 

五 八幡浜ッ子かまぼこ娘 キタショ 

  浜で生れて都にかけて 

  わしが国さの自慢のほどが 

  板についてるきりょうよし きりょうよし 


